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1. はじめに 

近年，テレビの視聴時間の減少などに伴い，

視聴者が放送サービスに接する機会が減ってい

る[1]．一方，テレビやスマートフォン以外にも

コンテンツの提示機能を持つ様々な IoTデバイス

が登場し，身近に利用する機会が増えている．

そこで筆者らは，テレビ以外のデバイスに対し

ても放送コンテンツを届け，多様な生活空間に

おいて放送サービスを利用できるメディア環境

の構築を目指している．しかし，IoT デバイスは

製品群ごとにプロトコルが異なるため，テレビ

と IoTデバイスが放送サービスと関わりながら相

互に通信・制御できない課題があった． 

そこで，放送通信連携システムであるハイブ

リッドキャストの標準プロトコルと，W3C 標準の

Web of Things（WoT）プロトコル[2]を用いて，

テレビと IoTデバイスを相互に接続する機能を開

発した．本機能を用いたユースケースを試作・

検証し，テレビと IoTデバイスを相互に接続する

ことにより放送サービスと他のサービスとの連

携の実現可能性があることを確認した． 

 

2. デバイス連携の課題 

テレビ以外のデバイスにも放送コンテンツを

提示することで，様々な生活空間で放送サービ

スを利用できるようになる．Endo ら[3]は，IoT

デバイスを用いて放送サービスを届けるユース

ケースを示している．また，テレビと他のデバ

イスを連携する技術として，ハイブリッドキャ

ストの連携端末通信プロトコル[4]（ハイコネ）

が挙げられる． 

しかし，テレビがハイコネに対応していたと

しても，IoT デバイスが対応していない場合，双

方のデバイスを接続し相互に通信や制御するこ

とができない．そのため，放送サービスと他の

サービスを連携することが困難であった． 

3. 提案 

2 章で示した課題を解決するための手段として，

ハイコネと WoTプロトコルとの相互接続機能を提

案する． 

WoT プロトコルは，W3C が標準化を進めている

IoT デバイス向けの共通プロトコルであり，デバ

イスの情報を記述した構造化データである

“Thing Description (TD)”を用いることで，相互

に接続することを可能とする．通信プロトコル

が異なる IoTデバイス製品群同士であっても，デ

バイスの TD を介することで，通信プロトコルの

違いを意識することなくデバイスの状態や制御

方法を取得することができる． 

相互接続機能は，ハイコネに対応したテレビ

からのメッセージを WoT プロトコルに変換し，

WoT プロトコルに基づき IoT デバイスを制御する

ユーザアプリケーション（アプリ）に対してそ

のメッセージを送信する機能と，ユーザアプリ

から来た制御情報をハイコネに変換しテレビへ

送信する機能を有する． 

相互接続機能に必要な WoTプロトコルにおいて，

テレビを示す TD に対してテレビからのメッセー

ジを取得する方法と，テレビの状態（起動状況

やメッセージを受信できる放送局のチャンネル

情報）を取得する方法を記述することで，ハイ

コネに対応しないデバイスであっても，テレビ

と相互に通信・制御することが可能となる．こ

の相互接続機能により，放送サービスと他のサ

ービスを連携することができる． 

 

4. 試作 

3 章で示した相互接続機能を用いてテレビと

IoT デバイスが連携可能なシステムを試作した．

図 1にシステム構成を示す．ハイコネ対応テレビ

は，放送の受信と Webアプリであるハイブリッド

キャストアプリの実行を行う．また，相互接続

機能とユーザアプリは，ビジュアルプログラミ

ングツールである Node-RED 環境に実装し，ハイ

コネ対応テレビと同一セグメントであるネット

ワーク上のサーバに配置した． 

相互接続機能は，ハイコネ・ライブラリ[5]と
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図 1 試作システムの構成 

 

WoT プロトコルの実装ライブラリ[6]を用いて実

装した． 

ユーザアプリは，テレビの TDに則り，受け取

ったメッセージをスイッチノードで振り分け，

IoT デバイスの TDをもとに制御情報を送る実装

とした．テレビ以外のデバイスは，WoTプロトコ

ルに対応するデバイスとして空気清浄機の TDを

用意し，Node-RED上で仮想的に空気清浄機を構

築した． 

 

5. 検証 

図 2に示す環境を構築し 4章で示した試作シス

テムの動作検証を行った．ハイコネ対応テレビ

には ISDB-T 方式の放送信号を入力した．放送信

号には，“replay” というイベントメッセージを

多重・送出した．以下に確認した動作を示す． 

 

① テレビは“replay”を受信した． 

② 相互接続機能を経由してユーザアプリは，

TDに基づき“replay”を受信した． 

③ “replay”を受信したユーザアプリが事前に

設定したルールに基づき空気清浄機を制御

した． 

④ 空気清浄機の動作モードが静音に変化した． 

 

 
図 2 サッカー番組による動作検証 

試作と検証によりテレビとのデバイス連携に

おいて提案する相互接続機能が妥当である可能

性を確認できた．また，本検証内容は W3C TPAC 

2022でデモを行い，WoTの標準化委員に検証結果

を示した[7]． 

 

6. まとめ 

ハイコネと WoTプロトコルの相互接続機能を提

案し試作した．動作検証により，多様な生活空

間においてテレビと IoTデバイスが接続すること

で，放送サービスと他のサービスとの連携の実

現可能性があることを確認した． 
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